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　AI】stract :　The effect of foliage application of rutin solutions at concn of ２０and １００ppm
respectively three times in 1970 and of 50 ppm four times in 1971 commencing from the first flower
blooming time was tested on the watermelon plants.
　1. It was. clearly shown that the poorly growing ’ofvines was improved and resulted .in the
promotion ot fruit setting and development by rutin applications.
　2. It ｗａ万ｓ万foundthat the starch accumulation in pollen grains was promoted and also the germination
and elongation of pollen grains was increased on the sucrose agar medium by rutin. applications.
　3. The foliage application of rutin solution increased the apparent photosynthesis for more than
5 days. The effect of rutin solution at concn of ５０ppm on photosynthesis was the highest on the
third day after application followed by a gradual decline.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　言
　すでにフラボノイドの一種であるルチンがナス果実の着色を促進すると同時に，ある程度果実収
量をも高めることか認められたので，その一部を報告したが(9)その作用機作については全く不明
である。
　そこでルチンの体内での生理的役割を明らかにすることと，園芸作物への利用方法をみつけるた
めに表記題名のもとに研究をすすめている。
　スイカはいたってつるぽけしやすく，つるを潰したり，摘心したりしてつるぼけ防止を行なって
いるが，またホルモン散布によるつるぽけ防止効果も報告９　され，実地に応用されたが十分な成
果があかっていない。，　　￥ｄ　　　　ｌ･。　　　･ｉ　　　　　　　　　　　　　　●　　ｄ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●今回はスイカを供試し，ルチンを葉面散布してつるぽけ防止に効果があるか，また増収に効果が
あるのかなどについて２ヶ年実験をじ七蚤たので報告する次第である。
　　　　　　　　　　　　　　　材料および方法
　品種は天龍二号を供試し，ジイフィーポット育苗後，５～６葉時ハウス内に定植した。
　第１実験:1970年３月16日に発芽種子をジイフィーポット内床上土壌にまき，４月15日に定植し
た。本ぼにおける元肥は10a当たりチッソ20 kg, リン酸15 kg, 加里20 kg で追肥は行なわなかっ
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た。定植後白ポリマルチを行ない，生育中は適時かん水を行なった･。
　開花はじめの５月１日にルチンの20 ppm, 100 ppm溶液を全面散布をし，以後10日おきに散布
し，計３回処理をした。
　第２実験:1971年には４月20日にまき，５月24日に定植した。元肥はチッソ普通区では10 a当た
りチッソ20 kg，リン酸15 kg, カリ20 kg を，チッソ倍量区ではチッソのみ40 kg とし，リン酸，
カリはチッソ普通区と同量にした。　　　　　　　　し
　定植後黒マルチを行ない，生育中｡かん水，薬剤散布を行なうて，生育の万全を期した。
　ルチン50 ppm溶液を６月４日，14日，24日および７月４日の４回処理をした。
　なお，開花日に交配およびラベルずけをし，40日=後に収穫調査をした。
　第２実験では以上のほかに第２回ルチン散布後３日目に花粉を採集して，花粉の大きさを測定す
るとともに澱粉の充実度合をヨードヨードカリ液で旱色反応甘しめて調査したり，花粉の発芽率お
よび伸長量を狸糖寒天培地に花粉を置床して測定してみ･た。･まだ第４回散布後1,3,5日目にみか
けの同化量をパンチ法で測定した。　　　　　　　　･Ｊｊ　　　　　　　ｌ　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　果卜
　第１実験:1970年の散布結果はFig 1・２およびTable 1 の通りであった。
　Fig. 1にみられるとおり，ルチン散布によって結実が短期間に行なわれたのに対し，無散布で
は長期にわたって少しずつ行なわれている。ルチン散布によって結実しやすい花の素質になってい
ることがみられるが，20 ppm 散布よりも100 ppm･散布の方が効果が高いようである。
　しかもFig. 2にみられるようにルチン散布によって了果重｡が増加する傾向がみられた。以上の
結果15株当りの収秘数はルチン散布によって増加し，果重も高まって増収となった。しかし検糖計
による示度には差がみられなかった。　　　　　　　・　・
　第２実験:1971年の散布結果はFig. 3にみられるように，多チッソ区は少チッソ区にくらべ結
実不良で，収穫果数が少ないが，チッソ施与量に関係なくｊルチン散布区の方が無散布区より結実
良好で収穫果数は多い傾向がみられた。　　　　　。！　＼，　　卜
　６月中旬は雨天が多く，無散布区の多チッソ区は少チｙソ区にくらべると結実不良で，つるぽけ
症状がみられる。これに対し，散布区はいずれの区でも結実が高‥められており，つるぽけ症状が改
善されているように思われる。　　　　　　　　　　　j　　　’
　Table 2によれば，花粉の大きさはチッソ施用量によって影響されないがルチン散布によってや
や大型になるとともに澱粉の蓄積も高められているようである。
　花粉の発芽率および花粉管の伸長量は，狸糖濃度が高い寒天培地口方が低い培地より良好であ
る。散布区の方が無散布区より発芽率および花粉管の伸長か旺盛で，素質のよい花粉になっている
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ように思われた。
　Table 3.にみられるように，ルチン散布によってみかけの同化量が高められている。散布の効
果は天候によって左右されているが，３日後か最も著しく，次第に低下しているように思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　察
　曇雨天に伴うスイカのつるぽけがルチン散布によって防止されている傾向がFig. 3にみられる
ばかりでなく> Fig. 1にみられるようにルチン散布によって結実が高まり，収穫果数が増加して
いる。しかも１果重も増加する傾向にあることは(Fig. 2),開花時の花の素質か良好であったこ
とを示すものであろう。
　結実肥大が良好であることは二つの側面から考察する必要かあろう。その一つは雄しべ，他は雌
しべの機能についてである。
　藤井(4)が指摘しているように受精が行なわれて結実するためには雄しべの約中の花粉の機能が
よくなくてはいけない。花粉の大きさ，充実度がルチン散布によって高まり，その結果寒天培地上
でも発芽率，伸長も良好であることが示されており(Table 2y ルチン散布によって雄しべの機能
が向上していることは明らかである。
　また一方開花時の子房の大きさと収穫時の果重にはかなり明白な正の相関かあることが知られて
おり(3)ルチン散布で果実重量が大であったことは子房の大きかったことを想像させ，花の栄養が
良好であることを示している。
　以上からルチン散布によって大きな素質のよい花が形成されたことは明らかで，その原因として
同化作用の活発化による炭水化物の蓄積があげられよう(Table 3)。
　曇雨天による日照不足が植物体内の炭水化物を減少せしめ，Ｃ／Ｎの低下を招来せしめて落花およ
び落果を誘発することは多くの作物でみとめられている(1･2･6･7･8･1o･11)。
　従ってルチン散布による同化作用の機能増加がスイカのつるぽけを防止し，結実肥大を良好にし
ている原因と考えられる。
摘 要
ハウス内に栽培しているスイカに開花初めごろよりルチンを葉面散布し，次の結果がえられた。
1.ルチンの葉面散布によって結実肥大が促進され，つるぽけ防止がみとめられた。
2.ルチン散布によって花粉の澱粉充実か高められ，寒天培地上での発芽，伸長が促進された。
3.またみかけの同化作用もルチ'ン敞布によって強められている。散布効果は５日以上続くもの
と思われるが，散布後３日目が最も効果高く，後次第にその効果が低下しているようである。
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